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　「年をとっても認知症にだけはなりたくない」
　そう思ってはいませんか？
　しかし推計では、85歳の約半数、95歳以上の約8割は認知症にかかっ
ています（平成24年）。超高齢社会に突入した今の日本では、誰もが認知
症に関係する可能性があります。認知症の予防につとめるとともに、か
かっても安心して暮らせるようにみんなで協力しあうことが必要です。
　大切なことは、認知症から目をそむけることではなく、どうすれば認知
症になるのを先延ばしにできるのか、なったときはどうすればいいのかを
知ることです。
　認知症で失われる能力は一部であり、周囲のサポートを受けながら、残
された能力でいきいきと生きることができるのです。
　あなたやあなたの大切な人のために、この冊子がお役に立てば幸いです。

予防や対処を知って、
認知症に対する不安を
減らしましょう

はじめに

認知症高齢者の患者数
75歳から急速に増加しています。

厚生労働科学研究「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害へ
の対応」による
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年齢別に見た認知症の有病率（推定）
内閣府「令和4年版高齢社会白書」による

65歳以上の方の世帯構成
高齢者のみの世帯が半数以上になっています。
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